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高山市観光DXプロジェクト
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AIカメラ開発・設置

2019年12月： 岐阜県高山市 地域情報化アドバイザー派遣
『AI顔認識システム活用の可能性』データ分析の助言

2020年10月： 産学官連携協定（高山市・NECｿﾘｭｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰﾀ・名大）
2023年  3月： 冬のDigi田甲子園 ベスト８（審査員評価１位）
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高山市 産学官民連携プロジェクトの概要 ～令和５年度版～

高山市公式HP

地元でデータ収集 ⇒ みんなでデータを使えるように！（データ利活用の推進）
商店街に14台のAIカメラを設置 ②観光アプリやデータ分析ツールの開発

人流・交通量データの収集

④産学官民連携ワークショップの開催

③データ分析に基づく飲食店の売上向上
①オープンデータとしての公開

NES AIカメラ(FA)
人数＋方向＋年齢性別

名大 AIカメラ 
人数＋車両台数＋方向

市や地元事業者との連携により、データ分析に基づく施策検討を行う等、“データの地産地消”を実践！
2020.4～ FA 駅前、古い町並、行神橋、日下部民芸館 ⇒ 4箇所
2021.4～ 名大まちなかAIカメラ 徐々に設置拡充 ⇒9箇所 合計13台のAIカメラ



冬のDigi田甲子園 ベスト８受賞のその後…
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政府広報番組 2023年4月12日

https://www.gov-online.go.jp/pr/media/tv/miraino/movie/20230412.html

https://www.gov-online.go.jp/pr/media/tv/miraino/movie/20230412.html
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総務省 電波の日「情報通信月間」東海総合通信局長表彰

CBCニュース 2023年6月1日
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「自治体DX白書」 2023年8月7日

https://dxhakusho.com/4214/
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デジ田 メニューブックに掲載されました！

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/menubook/2022_winter/00005.html



8

《Webメディア》 b-dot（共同通信社） 2023年9月28日

https://b.kyodo.co.jp/area/2023-09-28_8110173/



月刊「時評」2024年2月号に掲載していただきました！
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https://www.jihyo.co.jp/publish/jihyo/

毎月1日発行 定価880円（10％税込）
昭和34年創刊、「霞が関」に関する唯一の情報誌。
毎号の特集では政策課題等を取り上げ、
それにかかわる「霞が関」の動きと官僚の素顔に迫る。

https://www.jihyo.co.jp/publish/jihyo/


2023年度 研究活動
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2023年度の主な研究テーマ
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l 「飛騨高山散策Webマップ」の開発＆アンケート（B4伊藤）
l 人流データ分析による観光客傾向分析（B4大西）
l Googleビジネスプロフィールの活用（B4鈴木）
l Googleビジネスプロフィールにおける口コミ分析（B4加藤）
l 高校生向けデータ利活用の推進＆勉強会の実施（M1中村）
l 市民課混雑予測・まちなか混雑予測（M2谷口）
l データ連携におけるプライバシーテックの活用（M1絹笠）
l ぎふ旅コインの分析（M1絹笠）
l 梗絲食品におけるデータ利活用のモデルケース（D1堀）
l 舩坂酒造店におけるデジタルアナログマーケティング（D1堀）

令和5年度 産官学DX推進会議 月1回・３者での定例会議
l 第1回： 4月28日
l 第2回： 5月24日
l 第3回： 6月26日
l 第4回： 7月31日

l 第5回：9月6日
l 第6回：10月2日
l 第7回：11月7日
l 第8回：12月8日

l 第9回：1月12日
l 第10回：2月16日
l 第11回：3月13日
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2023年度 研究成果

学会発表
l 堀涼 （博士1年）
• 商店街のデジタル化に向けた口コミ返信支援システム～GoogleビジネスプロフィールにおけるChatGPTの活用
～（観光情報学会第19回全国大会）

• 産学官民連携による利用者視点での観光DX（情報通信学会 ソサエティ大会）
• 岐阜県高山市における「ICTを活用したまちづくりワークショップ」の開催とその効果
（地域活性学会第15 回研究大会）

• 観光 DX に向けた地域のデジタルリテラシーの向上（第5回飛騨高山学会） 
• 地域関係者によるデータに基づく観光まちづくりの議論のための歩行者数データ分析の整理
（観光情報学会 第25回研究発表会）

• Utilizing Pedestrian Traffic Data for Store Management toward Tourism Digital Transformation
（2023 IEEE 12th Global Conference on Consumer Electronics） 

• Trial of a Smart Speaker Application to Check Foot Traffic Data at a Tourist Destination
（IoTカンファレンス）

l 谷口友隆（修士2年）
• 市役所の市民課窓口混雑予測カレンダー公開による混雑分散化（第5回飛騨高山学会）

l 中村淑乃（修士1年）
• 観光DXのための地域の担い手育成 ～飛騨高山高校でのまちづくりデータ利活用勉強会～
（観光情報学会 第24回研究発表会）

学位論文
l 伊藤 慶司（卒論）： 観光まちづくりのためのデジタルマップを用いた情報発信
l 鈴木 野乃花（卒論）： デジタル情報発信マップによる訪れやすいまちづくり～Googleビジネスプロフィールの利活用推進～
l 大西哲生（卒論）： 観光地飲食店における通行量データを活用した営業戦略支援
l 加藤 誠也（卒論） ： 店舗レビューに対するAIを活用した返信と分析の実践
l 谷口 友隆（修論）データ駆動型社会に向けた AI による未来予測～市民課混雑度予測とまちなかの通行量予測～



2023.6～ AIを用いた市民課窓口混雑予測の一般公開
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発券機データを用いた混雑予測カレンダーを作成
混雑予測を参考にして，快適に市役所を利用してもらうことを目的
に，発券機データを用いて，機械学習による混雑予測を実施。
時間毎に5段階表示で混雑度を表示し，6月28日より一般公開。

▲ 職員さんがCSVをアップロードをすることで予測可能

▲ 予測カレンダーとして時間ごとにHPで公開 ▲ 発券機データを⽤いた混雑度の予測と5段階表⽰



まちなかの人流予測
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今後、イベントデータとの連携でより高い精度へ…



2023.9-10「名大生と始めるデジタル勉強会」の開催
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担い手の育成 ～岐阜県飛騨高山高校～
高山市での取り組みの輪を将来を担う地元の高校生にも広げるため、大学院生が講師となって
飛騨高山高校ビジネス科 2、3 年生の一部生徒を対象としたデータ利活用の勉強会を開催。 

2023年9月8日
データ利活用についての講義，および，AIカメラで
計測している人流データを実際にExcelで分析し，
観光施策を考えるワークショップを実施

2023年10月30日
12月の「ICTを活用したまちづくりワークショッ
プ」へ向けて、人流データの分析方法と分析結果の
見方に付いての講義

オープンデータを授業で活用・地域の現状を分析



2023.12.1 ICTを活用したまちづくりワークショップ
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産学官民連携によるワークショップ！ 第3回ワークショップ
ワークショップ前半は学生からの研究成果の報告，後半については，通行量データの分析を実施。
産学官民が一体となり，データ分析の結果を見ながらまちづくりについて議論。

2023年12月1日（金）19:00～ 市役所地下大会議室

前半：研究成果の発表

後半：データ分析の
ワークショップ

通行量予測も！

Excelでデータ分析
をしながら議論



2023.12.1-2「飛騨高山散策Webマップ」効果検証
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114名の観光客(外国人含む)を対象にアンケートを実施 
12/1-2に、高山市で実際に訪れている観光客を対象にした街頭アンケート
を実施。日本人および、英語・中国語の観光客を対象とし、様々な国籍や
文化的背景を持つ訪問者からの意見を得た。



2024.2.16「名大生と始めるデジタル勉強会」の開催
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デジタル人材の育成 ～高山市職員向けデータ利活用研修～
市職員の方々に，データ利活用への興味・関心を高め，名古屋大学との連携や地域のための
データ利活用について学んでいただくため，職員向けデータ利活用の勉強会を開催

2024年2月16日 前半
名大生が講師役となり，Excelピボットテーブルを
用いた観光統計データの分析・可視化の勉強会。

2024年2月16日 後半
「通行量データ利活用ワークショップ」を実施
飛騨高山高校の高校生（11名）が講師役になって，
通行量データを分析＆可視化。施策を検討。

市職員のデータ利活用への興味関心を向上し，通行量データによるEBPMへ



2024.1～ デジタルアナログマーケティング実験@舩坂酒造店
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店頭での看板設置の効果を 
通行量データをもとに検証
店先に看板を設置した効果を通行量を基に検証。
1/24～AIカメラを店舗入口とレジ前に設置。
3/6よりポスターを入口に設置。AIカメラで属性
を計測し，そのターゲットの変化を確認する。

2-40代女性をターゲットに！
「美容品もあるよ」

• １ヶ月ほどポスターを掲示し，
前述よりも対象の属性が増えた
かどうかを検証

• 増えない場合，ポスターの内容
と設置方法を再検討

入り口の属性 


